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Polyvinyl 　 Pyrrelidene （PVP ） の免疫原性と寛

容原性

川 口 　進 （京都 大学理 学部動物学教室）

The 　immunogenicity 　and 　tolerogenicity　of　 poly−

viny1 　 pyrrolidone （PVP ）

SusuMu 　 KAwAGucHI

　免疫 ト レ ラ ン ス は抗原 に よ り特異的 に 誘導 され る

の で ， immunological　competent 　cell の 表面上 に存

在 す る抗体様 receptor と抗 原 の 抗 原 決 定 基 と の

結合 を 必要な signal に し て い る と 思 わ れ る 。

一

方 ， immunolegical　cornPetent 　cell が 抗体産生 へ の

effector 　cell に 増殖
・分 化す る ｝こは，や は り こ の

signal が 必 要で．あ る 。
こ の signal を ，正 の 方向 （抗

体産生）あ るい は 負 の 方向 （トレ ラ ン ス ） に 調節し

て い る機構 が ど うな っ て い る の か は まだ未解決な免

疫生物学上 の 問題で あ る。 私は マ ス ウ に お け る異種

血 清 蛋 白抗原 に よ る ト レ ラ ン ス 誘 導 の 実 験を 通 し

て ， 正 の 方向 に は receptor と抗原決定基 の結合と

い う signal に 加え て ， 抗原 が s ク ロ フ ァ
ージ など

をへ て 他 の 付加的 な 情報を 得 る こ と を 必 須 と し，単

に抗原決定基 と receptor の結合は ，こ の receptor

を 消費 す る こ と に な っ て ， トレ ラ ン ス を導 くと い う

考 え 方を支持 した 。

　今 回 は，血 清蛋 白抗原 とは異質 な ， 合成 ポ リ マ ー

抗原 で あ る ポ リ ビ 」＝ ル ピ ロ リ ドン （PVP ）の 免疫原

性 ・寛容原性 を調 べ た と こ ろ，そ の トレ ラ ン ス 誘導

の 機溝 は，前述 の 誘導機構と廻立的に 提唱 され て い

る考 え 方，免疫原の 過剰 が トレ ラ ン ス を 導 くとい う

考えで よ く説明で きる とい う実験結果を得た。

　 PVP の 主 な 実験 結果 を要約す る と （1）PVP 　O．1〜

1 μg で 最高 の 1次反応 を 示 し，10 μg〜ユOO　”gで は

トレ ラ ソ ス が 誘導 さ れ る 。   分子量 4 万 の K −30

は ，分子 量 K −90 の PVP よ りも，免疫原性 が低

く， かつ 寛容原性 も低い 。 　（3｝PVP の ト レ ラ ン ス

は ， た し か に 抗体産生 細 胞 の 数 の 減少 で あ る。 C4）

PVP を Freund’s　 incomplete　adiuvant に 入 れ て

も， 免疫原性 は強 くな らな い し，寛容原性 も弱 くな

らな い 。 　（5｝圭mmunogenic な 量 の PVP を 前投与

して も， 2 日又 ca　4 日後 に IOO　
＃ 9 の PVP を投与

すれ ば ト レ ラ ン ス に な る 。

免疫記憶 の 細胞 レ ベ ル で の 解析

高沖宗夫 （京都大学理 学部動物学教室）

Cellular　basis　 of 　immuno ］ogical 　 memory

MUNEO 　TAKAOKI

　 マ ウ ス に お け る免疫記憶 は ， あ る抗原 に 特異的 に

反応す る 免疫担当細胞 の 数 の 増加 に よ る こ と が 明 ら

か に され て い るが ，そ の免 疫記憶細胞 の 起源 が 現在

問題 とな っ て い る 。
こ の 免疫記憶細胞 の 生成 の 過程

を 検討す る た め ， ウ シ 血 清 ア ル ブ ミン （BSA ）に対

す る マ ウ ス の 抗体産生反応を ， 生体内培 養 系 を 用

い ， 脾中 に 現わ れ る溶 血 斑 形成細 胞 （PFC ）数 を 指

標と し て 観察した 。 750R の X 線照射を受けた CBA

系 マ ウ ス に ， 同系 の 正 常 マ ウ ス 脾細胞 107 を 静脈 内

に 輸注し ， ア ラ ム 吸着 BSA 　 IOOμg を エ ソ ド トキ シ

ン 10 μ9 と共 に 静脈 内投与す る と ， 受容者脾当 りの

PFC 数は緩や か に 上 昇 し抗原投与後14 日で 約 2
，
00D

の ピ ーク値に達す る。一
方 8 日あ るい は 64 日前 に

同 じ抗原 に よ る
一

次刺激を 受 け た マ ウ ス の 脾細胞

107を同様に輸注す る と，2 次抗原刺激後 PFC 数 は

急速に 上 昇し 8 日 で ピ ーク に達す る 。 そ の 値は 正 常

碑細胞 の 場合に 比 べ ，そ れ ぞ れ 約 10 倍，120 倍 と

な る 。 こ の こ とか ら一
次抗 原 刺激 に よ っ て 供与者脾

中に ，
BSA に 特異的 な 免疫担 当細胞 の 増加 が あ っ

た と認め られ る 。
こ れ等 の 初期（8 日前に一

次刺激）

及 び後期 （64 日萠 に
一

次刺激）免疫記憶を さ らに 詳

し く解析す る た め ， 輸注 す る 脾細胞数を 3 × 105〜

10t の 間 で 段階的 に 変化させ ，受容者脾当 りの 8 日

目の PFC 数を測定 した。輸注細胞数 （x ） と PFC

数 （y）を両対数 グ ラ フ に プ ロ
ッ トすると両者 の 関係

は Log　y・＝klOg 　X ÷ c で 示 され る 。 初期，後期記憶

の 場合共 x ））3x ユee の とき kf｛9　1 とな る が ，
　 x ＜ 3x

loe の と き k− 2．6〜2．7 で あ っ た 。 こ れ は BSA に

瑚す る抗体産生反応 に ，少 くと も 2 種 の 細胞 の 相 互

作用 が 必 要で あ り，そ の 相互 作 用 の 確率が 輸注細胞

数に 依存して い る こ と を示 し て い る 。 後期記憶の 場

合，PFC 数 は 初期記憶 の 約 10 倍 で あ る が ，
　 k＞ 1

とな る の は x く 3 × iOGの ときで 初期記憶の 場合 と一

致 して い る。こ の こ とか ら ， 初期記憶 に 比 べ 後期記

憶で は，2 種の 細胞 の う ち ど ち らか一
方 だ けが増加

して い る こ とが 結論 され る。
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